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１．実施の目的 

高森町では、「市町村都市計画マスタープラン」ならびに「立地適正化計画」を新たに策定する

ための検討を進めている。 

両計画の策定の際に、住民意向に沿った施策を立案するため、住民の現状と町に対する意向を

把握することを目的とした。 

 

２．調査対象者 

住民基本台帳における満 18 歳以上 80 歳未満の住民 1,500 人を調査対象とした。 

年齢層の回収数の均衡及び若年層の回収率増進のため、下表に示すとおり過去のアンケー

ト調査実績を参考に年齢別配布数を算出、さらに地域配分を考慮し年齢別地域別配布数を算

出した。 

なお、令和４年度に実施した町アンケート調査の回収率 34.9％を、本調査の目標値とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 10 歳代とは、18 歳及び 19 歳を示し、住基台帳人口の値は推定値。 

※2 実績の年齢別配布数は、住基台帳人口の年齢割合を採用した。 

 

  

住民アンケート概要 

R4.4町アンケート実績 抽出根拠

年齢層 人口 年齢別構成比
アンケート

配布数

年齢別

構成比
回収数

年齢別

構成比

配布数に対する

回収率(想定)

10歳代
※1 292 3.2% 63 3.2% 5 0.7% 7.9%

20歳代 1,113 12.1% 241 12.1% 38 5.2% 15.8%

30歳代 1,148 12.4% 249 12.5% 65 9.0% 26.1%

40歳代 1,740 18.9% 377 18.9% 111 15.3% 29.4%

50歳代 1,618 17.5% 351 17.6% 132 18.2% 37.6%

60歳代 1,539 16.7% 334 16.7% 152 21.0% 45.5%

70歳代 1,777 19.3% 385 19.3% 216 29.8% 56.1%

無回答 6 0.8%

9,227 100% 2,000 100% 725 36.3%

R5.1住基台帳人口 配布数

(年齢層均衡と想定※2)
回収実績

抽出根拠

年齢層

10歳代
※1 14 139 9.3%

20歳代 85 427 28.5%

30歳代 85 258 17.2%

40歳代 85 229 15.3%

50歳代 85 179 11.9%

60歳代 85 148 9.9%

70歳代 85 120 8.0%

524 1,500 100%

配布数における

年齢別構成比
目指すべき回収数

※3

(各年齢層均衡
実績回収率を今回配布

数で按分

注）構成比は無回答を除いて算出している。また、数字の表章単位未満は、四捨五入を原則とする。 

 したがって、総数と内容の計が一致しない場合がある。 
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３．標本抽出 

町民アンケートにおける標本数の確認は、次の公式を用いて、信頼度 98.0％、誤差率±5.0％

となる事を確認した。 

なお、公式中の母比率は、設問の内容が多岐にわたることや、選択肢が複数であることなど

を考慮し、標本数が最大となる二者択一（50％）を用いることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の計算のとおり、今回の標本数は前回並みの回収を見込んだ場合（回収率 34.9%、見込

み回収数 524 通）、信頼度 98.0％、誤差率±5％以上確保できることになる。 

地区名 大島山 吉田 出原 牛牧 上市田 下市田 山吹 計

10歳代
※1 5 28 4 15 10 47 30 139

20歳代 36 76 33 52 44 108 78 427

30歳代 22 46 21 31 26 65 47 258

40歳代 19 41 18 28 23 58 42 229

50歳代 15 32 14 22 18 45 33 179

60歳代 13 27 11 18 14 38 27 148

70歳代 10 22 9 14 12 31 22 120

地区別
配布数

120 272 110 180 147 392 279 1,500

R2国勢調査

人口(参考)
324 1,841 197 930 579 3,234 1,874 8,979

誤差率
信頼度係数

×

2

母集団の数
標本数 ＝

1 ＋
（母集団の数－１）

（１－母比率）×母比率

信頼度係数表

信頼度（%） 68.3 90.0 95.0 95.4 98.0 99.0 99.7

信頼度係数 1.000 1.645 1.960 2.000 2.326 2.576 3.000

標本数検討表（高森町　令和５年1月１日住基台帳人口）

母集団 標本数 信頼度 誤差率 母比率 信頼度係数

9,227 99 90.0% 5.0% 0.5 1.000

9,227 263 95.0% 5.0% 0.5 1.645

9,227 404 96.0% 5.0% 0.5 2.053

9,227 449 97.0% 5.0% 0.5 2.170

9,227 512 98.0% 5.0% 0.5 2.326

9,227 620 99.0% 5.0% 0.5 2.576

9,227 821 99.7% 5.0% 0.5 3.000

9,227 270 90.0% 3.0% 0.5 1.000

9,227 696 95.0% 3.0% 0.5 1.645

9,227 1,537 99.0% 3.0% 0.5 2.576
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今回のアンケート調査では 479 通の回答が得られ、31.9％の回収率であった。見込み数に達

することが出来なかったが、97.0％以上の信頼度、誤差率±5％以上の確保が得られたといえる。 

 

 

４．実施方法 

（１）発送～回収期間  令和５年 11 月 17 日 から 12 月 18 日（延長 12 月 28 日） 

（２）発送方法     郵送 

（３）回収方法     郵送、役場持参、または WEB 回答 

 

 

５．実施の経緯 

令和５年 10 月 10 日～ 調査票原案作成 

11 月７日 調査票の決定 

11 月９日 広報高森 あったかもり にて周知 

11 月 10 日～ 調査票発送準備 

11 月 17 日 調査票発送（郵送） 

12 月 18 日 回答締切日 

12 月 28 日 回答締切延長 

～令和 6 年１月 19 日 入力・集計 

令和 6 年３月 集計結果の報告 

 

６．回収結果 

総回収状況 

回収数は 479 通、回収率 31.9％であった。そのうち郵送・持参での回収が 23.1％、WEB

回答が 8.8％となり、返信のうち WEB 回答は 27.6％を占める結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

返信方法 回答数 構成比

郵送・役場持参回答 347 72.4%

WEB回答 132 27.6%

回収　計 479 100.0%

回収状況 回答数 構成比

回収 479 31.9%

未回収 1,021 68.1%

　計 1,500 100.0%

郵送・役場

持参回答

23.1%

WEB回答

8.8%未回収

68.1%

回収計

31.9%

郵送・役場

持参回答

72.4%

WEB回答

27.6%
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年齢別回収率 

年齢別に回収率を見ると 70 歳代が 55.8％で最も多く、年齢層が下がるごとに回収率も下が

る傾向となっている。年齢層の回収数を均衡にする目標については、依然高齢者の回収率は高

いものの、若年層も 20～30％は確保しており一定の効果が見られる。また、Web 回答ついて

は、30 歳代の 50.7％を最高に、18、19 歳、20 歳代が 50％近い人が利用した結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地別回収率 

居住地別に回収率を見ると下市田地区が 39.3％であり、他地区と比較して回収率が突出して

高い。他の地区は、ほぼ同じ回収率となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総数 うちWEB回答

配布数 回答数 回収率 回答数 回収率

18、19歳 139 22 15.8% 10 45.5%

20歳代 427 82 19.2% 36 43.9%

30歳代 258 73 28.3% 37 50.7%

40歳代 229 82 35.8% 24 29.3%

50歳代 179 69 38.5% 17 24.6%

60歳代 148 79 53.4% 7 8.9%

70歳代 120 67 55.8% 1 1.5%

無回答 - 5 - - -

　計 1,500 479 31.9% 132 27.6%

年齢層

15.8%

19.2%

28.3%

35.8%

38.5%

53.4%

55.8%

0% 20% 40% 60%

18、19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

■年齢層別回収率 45.5%

43.9%

50.7%

29.3%

24.6%

8.9%

1.5%

54.5%

56.1%

49.3%

70.7%

75.4%

91.1%

98.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18、19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

WEB回答

郵送・持参

居住地区 配布数 回答数 構成比

１. 山吹地区 279 81 29.0%

２. 吉田地区 272 81 29.8%

３. 下市田地区 392 154 39.3%

４. 牛牧地区 180 52 28.9%

５. 上市田地区 147 41 27.9%

６. 大島山地区 120 34 28.3%

７. 出原地区 110 31 28.2%

無回答 － 5 －

　計 1,500 479 31.9%

29.0%

29.8%

39.3%

28.9%

27.9%

28.3%

28.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

山吹地区

吉田地区

下市田地区

牛牧地区

上市田地区

大島山地区

出原地区
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７．設問一覧及び各設問主旨 

 

主題 番号 設問内容 設問主旨 

回答者の属性 

1 年齢 

回答者の属性把握及び調査の詳細

分析に活用。 

2 家族構成 

3 職業 

4 居住地区 

5 住宅種類 

日常行動 

6 
食料品等の買い物時の

移動手段 

日常生活の行動における交通手段

分担率の推移等を把握。 

立地適正化計画における都市構造評

価指標等に使用。 

7 
通勤・通学時の際の移

動手段 

8 
電車の利用頻度・駅ま

での徒歩時間 

9 
バスの利用頻度・バス

停までの徒歩時間 

10 

乗合タクシーの利用頻

度・停留所までの徒歩時

間 

都市計画分野の施

策の方向性 
11 満足度と重要度 

客観的評価に対する住民の意識に

よるアウトカム化。 

特に重点的に取り組むべき項目の把

握をする。設問項目は都市計画の分

野を基準とした。 

立地適正化計画の

必要性への認識 

12 
少子高齢社会と日常生

活への影響 

人口減少と少子高齢社会が地域に

及ぼす影響の認識の把握。 

13 
コンパクトシティの必

要性 

町におけるコンパクトシティ推進

の必要性と浸透を把握。 

広報の内容等についての検討材料。 

地区別施策 14 居住地区の将来像 
都市マスの全体構想ならびに地区

別構想の方向性の検討材料。 

自由意見 15 自由意見 自由記述 
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